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 1 had reported on pyrophosphatase in the urogenital organs of normal rabbits 
and on the change of its activity in the experimental renal disturbance, and I investi-

gated the change of its activity in the experimental tuberculosis of the kidney and 
the epididymis of rabbits. 

     Many reports on histopathological changes in renal tuberculosis in rabbits kidney 

can be seen, but the histochemical study of renal tuberculosis, especialy investigation 

of pyrophosphatase activity is very few. 

    Now this paper explains that the activity differs from the alkali phosphatase 
reaction. 

     (1) Activity is generally negative in caseous nests, necrotic mass as well as al-
        kali phosphatase. 

     (2) Epitheloid cells, polynuclear leucocytes and giant cells are often react with 
        weak positivity. 

     (3) Packaged fibrous layer and infiltrative cells that are arround the tubercle 
        in process of healing react upon  the weak positive and seems to concern of 

        mechanism of defence to and healing of the tuberculosis inflammation. 

     (4) Wall of capillary blood vessel are always positive.

私は第1報 にて正常家兎の泌尿生殖主要臓器
へ

のピロフォスフデクーゼ(以 下 「ピ」と略す)

の活性分布を論じ,第2報 では一側尿管結紮,

昇蒙及び重 クロム酸 カリ投与による実験的腎障

碍時の活性の変化を追求 し,臓 器の機能と活性

との間に密接な関係が成立する事を述べたが,

本報では家兎た実験的に腎及び睾上体結核を惹

起せ しめ,そ り病理組織学的変化に伴 う 「ピ」

の変化 特に1型 の変化に 就いて述べたいと思

う.

第1編 実験 的腎 結核 に於 け る活性 分 布 の変 動

第1章 緒 冒'腎 に於ける 「ピ」反応に就いては第1報 で可
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成 り詳細に述べたが,本 編では家兎腎に実験的

結核症を惹起せしめ,そ の際の 「ピ」反応に就

いて検討 した.実 験的 腎結核 に於ける フォス

ファクー・ぜ(以 下 「フ」 と略す)に 関 しては

Rouse,及 び小沢の系統的な研究が見 られ,叉

最近では三浦の検索がありその結果 「フ」は初

期の結核 性病変で可成りの反応の減弱乃至は消

失が見 られ,腎 機能障碍の程度を示すと共に炎

症に対する防禦乃至治癒機転等の生体反応に関

与 している事が認 められ,而 もそれは組織学的

変化に先行する事が明かにされたのである.此

の現象は特にアルカ リ「フ」に著 しく,酸 「フ」

では極 く軽微な変化 しか来さない事 も小沢によ

つて明かにされたのである.私 は本編に於て腎

の結核性病変に際 しそ の組 織学的 変化に伴つ

て 「ピ」反 応が如 何に 変化する かを明かに し

て 「フ」 との相違点を究明すると共にその生体

に対する意義をも知らんとして本実験を試みた

次第である.

第2章 実 験 材 料 及 び 実 験 方 法

実験動物は健康成熟家 兎を使用 した.結 核菌腎内接

種に際 しては宇佐美,原 口 ・中野,高 橋,等 の実験を

参照 し,予 め 「ツ」反応を陽転せ しめた.菌 株は腎結

核患老尿 中よ り分離培養 したものを一度動物体 を通過

せ しめて使用 した.此 の菌 の1rng/1ccの 生塩水浮游

液を作 成 しそ の0.2ccを 無菌的に露出せ る腎実質内

に注入 した.以 後経過を観察 しっっ5週 後に接種腎を

捌出 し,肉 眼的,組 織学的並びに組織化学的検索 を行

った.

第3章 実 験 成 績

結核菌接種による体重の変化,尿 蛋自及び尿中結核

菌の消長等は全て省略し,以下別出腎に於ける検索の

結果のみに就いて述べる.

第1例

腎は著明に腫大し8.49に 達す.表 面には小孤立性

膿瘍を認め,割 面では接種部に一致して広範囲の乾酪

性病巣を認め る.下半部では肉眼的に異常を認めな

い.組 織学的には被膜下に滲出性の病変像強く糸球体

,細 尿管の変性が著明である.又 乾酪性病変部の周囲

には結締織化が認められ,肉 芽組織申にはラ氏巨細胞

を多数認める.

「ピ」1型 では滲出性病変部の浸潤細胞中には弱陽
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性 を呈す るものが混在 し,乾 酪性変化に陥った部は殆

ど陰性であ るが周囲の肉芽組織申には1部 痕跡的陽性

1部 弱 陽性を呈す る部分が存在す る.細 尿管及び糸球

体 は組織学的 に可成 りの変 化を認 めるにも拘 らず比較

的反応 を保存す るもの と,組 織学的変化 が軽度 なるに

も拘 らず弱陽 生乃至は痕跡的陽 生を呈す るに過ぎない

もの とが混在 する.

滲出せる赤血球は殆 ど陰性.血 管壁は殆 ど常に陽性

を呈す る.皿 型 では殆 ど1型 と大差を認めず,残 存せ

る細尿管の 「ピ」反応は僅 かに1型 よ り弱いものの様

であ る.

第2例

別 出腎の重量は7。89,腎 上極 にて軽度 の癒着を認

める,割 面では上極に於ける空洞形成を主 とす る.組

織学 的には皮髄共に円形細胞 の浸潤が強 く,特 に空洞

附近に認め られ,周 辺の糸球体及 び細尿管 の変性 隊も

著明である.特 に糸球体ではその萎縮像が高度 且っ広

範に認 め られ る.「 ピ」1型 では浸潤せ る円形細胞群

中に痕跡的 乃至弱陽性を呈す るものがあ り,そ の周辺

の糸球体及び細尿管は形態 的変化も高 度で所 に より弱

陽性乃至は痕跡的 に陽性 を呈す るに過 ぎないものが多

いが,尚 正 常の反応を保持す る部分 も認 め られ る.空

洞内には反応 を呈す るものを認めず,空 洞壁は弱 陽性

か ら中等 度陽性まで種 々の段階の反応 を呈す る.血 管

壁では可成 り強い反応を認め る.

皿型 では円形細胞の浸潤部で1型 よ り強 い反応 を呈

す る部分を見,叉 空洞壁 では1型 よ り僅かに劣 るもの

の様であ る.

第3例

別 出腎の重量は7.2g,腎 の外観に異常な く,割 面

で も菌の注入部 と思 われ る部分 に軽 度の病巣を認め る

のみであ る.組 織 学的には病巣部 の類上皮細胞,リy

パ球の浸潤は可成 り認め られ,附 近 の糸球体は硝子様

変性又は萎縮像が強 く,又 周囲の細尿管 も正常像を保

持す るものは殆 ど認 め られ ない.「 ヒ。」1型 では硝子

様変性又は萎縮せ る糸球体では反応は可成 り減退 し,

又 ボーマソ氏嚢基底膜 も痕跡的陽性を示すに過 ぎない

部分 を認め る.結 締織化せ る細尿管部で も反応 は減退

し,あ るものは痕跡 的陽性を示すに過 ぎないが1部 残

存 してい る細尿管 では却 って反応が増強 してい る様に

見 られ るもの及び殆 ど正常の もの も認 め られ る.血 管

壁 の変化は第2例 と同 様で殆 ど常に 中等度陽性を示

し,糸 球体周囲の細胞浸潤部で は類上皮細胞は痕跡的

陽性を示すに過 ぎない事 が多いが,ラ 氏 巨細胞 にやや

強い反応 を見る様であ る.頸 型 では特に著 しい変化は
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認められない
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は弱陽性を呈す る部分が多い.巨 細胞 も同程度 の反応

第4例

別出腎の重量は7.6g,外 舗は表面滑沢にして菌注

入部附近に多数の結核結節を認める以外に著変はな

い.割 面では上極部に乾酪性病巣を認める.組 織学的

には細尿管聞隙に円形細胞の浸潤強く,結節周囲の糸

球体の硝子様変性も高度である.結節は肉芽組織に囲

まれ,附 近には健康組織像は殆ど認めない.「 ピ」1

型では細尿管間隙の浸潤細胞には弱陽性を呈するもの

が混在し,結節の被包結締織層にも同様の反応を呈す

るものを認める.血管壁は殆ど常に中等度陽性を示す

が病変部に近接して存在するものでは僅かに減退す

る.円 形細胞の浸潤部では多核白血球と思われるもの

に痕跡的陽性を示すもの多く,萎縮叉は硝子様変性に

陥つた糸球体は高度に反応減退し,叉円形細胞の浸潤

部附近の細尿管も形態的変化に伴って痕跡的に反応を

示すに過ぎないものが多い.豆 型では著変を認めな

い

第5例

別出腎の重量は8.19,表 面の所見は第1例 と類似

す 割 面には 大小種 々の空洞を多数 認め乾酪様物 質を

充満す.組 織学的には被膜 下,ボ ーマン氏嚢腔内,及

び細尿管間隙 に多数 の赤血球を認 め,糸 球体,細 尿管

共 に正常組織像 を呈す るもの甚だ 少 く,結 締織に より

囲 まれた定型 的結核結節多数を認める.「 ピ」1型 で

は僅 かに残存せ る糸球体及び細尿管 に痕跡的に反応が

認 め られ るが甚 だ弱 い,滲 出せ る赤血球は殆 ど陰性の

様であるが,浸 潤細胞の反応 は前数例 と同様であ り又

結節周囲の結締織細 胞も弱陽性を呈するものが多い.

空洞 内には反応を呈するものを全 く認めず,そ の周辺

で も増 殖性変化を来 しっっあるものでは痕跡的乃至は

弱陽 性を呈す る,H型 では特に署 しい変化は認 めない

が結節 周辺部 は1型 よ り僅 かに強い反応を呈す る部分

を認める.

第6例

別 出腎の重量は7.69,表 面 は可成 り凹凸不平 であ

る.割面 では皮,髄 に数個の 大小不同の空洞を認める.

組織 学的には一般に円形細胞特 に リyパ 球の浸潤が著

明で類上皮細胞 もか な り認 め られ る.そ の他 ラ氏 巨細.

胞 も散見 され る.糸 球体 の萎縮像 も空洞附近で認め ら

れ るが尚正常像を呈す るものも少 くない.乾 酪化巣の

周囲に結締織性肉芽層を認めるのは他 の例 と同様であ

る.萎 縮像 を呈す る糸球体周辺の細尿管 もか な りの変

性像を示す 「ピ」1型 では細胞浸潤 の高度な部分で

を示すものと考裳られる。萎縮せる糸球体はその変性

度に応じた反応り溝退が認められるが尚一部には正常

の反応を保持するものも散在する.糸 球体周辺の細尿

管も可成りの減退を示すものと,組織学的変化が少く

それに従って尚正常に近い反応を示すものとを認め

る.空 洞周辺の結締織の増殖部は反応やや増強するが

,増 殖性変化の少い部では反応は甚だ弱い.

fi型でも萎縮糸球体は著明に減退し,その他は大差

を認めない.

第7例

捌 出腎の重量は7.59,割 面 で上極に米粒大の空洞

1個 を認め るのみでその他 の部分 は肉眼的に異常を認

めない,組 織学的には空洞附近 も尚糸球体,細 尿管共

に健常な組 織を認 め る.叉 諸 々に小結核結節が散見 さ

れ るが,何 れ も増 殖結締織 に囲まれ乾 酪化の傾 向は見

られない.「 ピ」1型 では空洞附近 の糸球体,細 尿管

共に組織学的には著変を認 めないに も拘 らずそ の反応

は幾分減退 してい る様である,結 核結節 を囲む結締織

では1部 反応増強 の 像が 認め られ るが,そ の中心部

は減弱が著明であ る.血 管壁 は全て中等 度陽性 を呈す

る.ll型 では著変を認めない

第8例

別 出腎の重量は7.99,割 面 で下極 に近 く米粒 大の

空洞 を数 ケ所認め るが上極には肉眼的に異常を認 めな

い.組 織学的には皮質に細胞浸潤が著明◎ 大小の結

核結節 を形 成 してい るが,一 般的に乾酪化の傾向は少

く類 上皮細胞結節を形成 してい るものが多い 、その附

近の糸球体 の萎縮像,細 尿管 の崩壊像が認め られる.

「ピ」1型 では結節周囲 の糸球体及び細尿管では組織

学的変化に伴い反応 の減退 せる ものが 少 くないが,尚

陽性 を呈す るもの も残存 し,空 洞周辺 の増殖せる結締

織の中等度 陽性,1部 の 浸潤細胞 にお け る弱陽性反

応,更 には結節周辺 部の弱陽 性乃至は申等度陽性反応

等既に述べた所 と大差 を認めない,

第9例

易咄 腎は7.69,腎 の表面滑沢で割面に空洞及び乾

酪性病変 を認 めない.組 織学的には皮質 の細胞浸潤は

高度であ るが定型 的な結核結節は比較的少いが,1部

では糸球体,細 尿管 の変性像特に ボーマソ氏嚢腔の拡

張,血 管毬 の萎縮が見 られ る.「 ピ」反応は組織学的

所 見に基い て比 較的 よ く正常 の状 態 を保持 してい る

が,糸 球体,細 尿管 の高度 の変性部ではそ の程度に応

じた減退が認め られ る.

即 ち拡張せ るボーマン氏嚢ではその基 底膜に僅 かに
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痕跡的陽 性を呈す るのみ とな り叉萎縮せ る血管毬 で も

1部 痕跡的陽性,1部 は殆 ど陰性を呈す る.一 般的に

浸潤 せる多核 白血球は痕跡的陽性を示す ものの様であ

るが赤血球は殆 ど陰性であ る.そ の他 の変化は前例 と

大差 な く,亜 型で も著変を認めない.,

第10例

別 出腎の重量は8.19,表 面 は凹凸不平 で上極附近

に米 粒大 の灰 白色 の膿点を多数認める.割 面では上極

部に粟粒 大の空洞が散在 し膿 汁をいれてい る.組 織学

的には空洞周辺に多数の円形細胞 を主 とす る細胞浸潤

あ り,而 も正 常細尿管を殆 ど認めず結締織化が著明で

あ る.糸 球体 でもボーマソ氏嚢腔の拡張 と血管毬の萎

縮が高 度で空 胞化せ るものも多い 「ピ」反応は結節

周辺 の結合織 に弱陽性を示 し,又 稀に残 存細尿管上皮

の1部 に申等度陽性 を呈す るものが見 られ るが,多 く

はその崩壊に伴って殆 ど陰性を呈 し形態的特徴 を認め

るに至 らない ものが多い.糸 毬体 はその萎縮.空 胞化

に伴 い殆 ど陰性 を呈す るに至った ものがか な り存在す

る.特 に後者 では基底膜で も痕跡的陽性 を示すに過 ぎ

ない ものあ り,「 ピ」反応 のみに よるそ の形態 的特性

の判別 が困難 なものがあ る.血 管壁は病変に近い部分

で も中等度陽性 を示 し,そ の機能が よ く保持 されてい

る事 を示 してい る.

第4章 総括及び考按

家兎に於ける実験的腎結核の病理組織像に関

する知見は今更改めて述べる迄 もな く多 くの業

績が残 されている.

私の実験でも現在知られているもの以上の結

果は得ていないが,一 応総括的に述べると,先

づ同一条件による菌接種にも拘らず病変の軽重

に著 しい差を認めた.即 ち肉眼的に殆ど変化を

認めないものから,大 なる乾酪巣を多数形成 し

ているものまで,叉 滲出性病変の高度なるもの

と増殖性変化を主 とするもの等種汝の段階のも

のが混在 しているが,個 体差によるものと考え

るのが最も妥当であろう.稽 詳細に述べると肉

眼的には病変を認めないものも糸球体,細 尿管

の間隙には多核白血球を主 とす る円形細胞の浸

潤,及 び赤血球の盗流等の初期変化群を認め,

次で糸球体の硝子様変性,萎 縮,空 胞化.細 尿

管上皮の変性,更 には細胞浸潤が高度 となつて

乾酪化の傾向を示すに至 る.以 後中央部の乾酪

化せる結節には増殖性の変化が次第 に強 くなり
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肉芽化の傾 向を帯びるに至る.本 実験では以上

の各時期の標本を得た事は前述の通 りである.

腎に於ける 「ピ」を述べる前提 としてのアル

カ リ 「フ」に就いては第 皿報にやや詳細に述べ

たが,腎 結核に於けるアルカ リ 「フ」について

は星,小 沢,三 浦等の系 統的な研究が見 られ

る.依 つてこれ らのアルカ リ 「フ」 と 「ピ」の

相違点を究明する事から 「ピ」の病的機転に対

する意義を明かにしようと老える.

久保 ・高松によれば一般炎症組織のアルカリ

「フ」の態度について,細 胞に退行性変性が起

れぱ 「フ」は減弱乃至消失し,又 壊死組織 も減

弱乃至消失するとし,細 胞の機能が充進する場

合には増加するとし(此 の事実は第ll報 でも略

述 した.)又 高松 ・武田によれば炎症組織では

その種類,程 度,及 び時期の異 るに従い 「フ」

の状態は必ず しも一定 しないが,組 織細胞の壊

死が強 くない時期には浸潤 した白血球,殊 に好

中球及び毛細血管内皮に 「フ」が増加する為に

全般的に増強するとし,此 の際線維芽細胞,大

単核細胞,リ ンパ球にも反応増強する事がある

と述べ,叉 更に膿は一般的に増強するものとし

ている.叉 横井等によれば肉芽組織に於ても此

の現象は認められ,此 の場合 「フ」の増強は主

として浸潤好中球及び血管内皮細胞によるもの

としている.然 らば結核性の炎症は如何かと云

うに,此 の場合には結核の特異性から一般炎症

とは異つた細胞の出現があつて同一には論 じ難

い,即 ち従来久保,高 松,三 浦その他の研究に

よりアルア リ「フ」は類上皮細胞,巨 細胞,リ

ンパ球性細胞は陰性,滲 出性病巣に於ける滲出

多核白血球,単 核 細胞は陽性,結 核性壊死物

質,乾 酪巣は陰性とされている.こ れに対 し結

核病巣に於ける 「ピ」は結核性壊死物質,乾 酪

巣は殆ど陰性であるが,乾 酪巣を囲続する組織

内にはアルカ リ「フ」と異 り痕跡的陽性か ら中

等度陽性に至る各段階の反応を示す細胞が出現

し,こ れ らは類上皮細胞,巨 細胞,か と考えら

れる.多 核白血球は 「フ」 と同様に痕跡的陽性

から陽性に至る各段階の反応を示すものと考え

られ,結 節周囲の治癒過程にある肉芽組織内に

も陽性細胞が出現 し,恐 らくは線維芽細胞,増
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殖せる結締織細胞 と考えられる.血 管殊に毛細

血管壁でも「フ」と同様に中等度陽性を呈する.

空洞壁に於ける変化としては増殖性変化を来 し

つつあるものでは可成 りの反応を示 し 「フ」 と

同様の意義が推察された.

結核病 巣以 外の残存組織では,一 般的には

「フ」 と同様によく 「ピ」反応を保持するもの

の様であるが,糸 球体の変化は多岐に亘 り,上

皮の崩壊,萎 縮が高度で空胞化に近い状態にあ

つて術 「ピ」反応を示し機能保持に努めている

と老えられるものあ り,叉 空胞化に従い血管毬

は殆 ど陰性でボーマン氏嚢のみ僅かに残存 し,

その部に痕跡的に陽性を示すに過ぎないものあ

り,更 に叉病変は軽度なるに拘 らず比較的急速

に反応の減弱を見 るものもある.乾 酪巣その他

の病変部 との位置的関係,機 能的関連,個 汝の

糸球体 とそれに附随する細尿管の生理,更 に又

周辺の細尿管の機能等に関連してか くの如 き結

果を得たものであろう.

細尿管に於ても同様の事実を知つた.

以上一般炎症,結 核性炎症時の 「フ」及び結

核性炎症時の 「フ」と 「ピ」の態度に就いて略

述 したが,第 ∬報に述べた如 く 「ピ」は 「フ」

の存在する所に認めるが僅かにそれより広範な

分布をなし,本 酵素と入体の機能的関連が一層

密接 なものである事を知 り得た.

第5章 結 語

家兎の実験的腎結核に於ける 「ピ」反応を検

討 し,次 の事実を知つた.

1)結 核病変の特異像に於ける「ピ」は 「フ」

と略同様の分布をなすが,1部 の特異細胞に於

ては 「フ」よりも広い分布をなす事を知つた.

即ち結核の防禦乃至治癒機転に際 しより以上の

意義を有するものと考え られる.

2)結 核病巣以外の部分でも組織学的変化以

上の 「ピ」を示す部があ り機能保持に努めてい

るものと解され る.

第皿編 実験的畢上体結核に於ける活性分布の変動

第1章 緒 言

本報 第1編 に於て実験 的腎 結 核に於ける

「ピ」反応に就いて述べたが,本 編では家兎に

於ける実験的睾上体結核 にっいて同様の検討を

行った結果について述べる.

第2章 実験材料及び実験方法

第1編 と同様に健康成熟家 兎を使 用し,菌 株も同様

に して得たものを用 いた.菌 は1mg/lccの 生塩水浮

游液 とし,接 種部位 は畢丸実質内注入法を採 つた.即

ち畢丸実質内に菌浮游液の0.1ccを 注入 し,3～5

週間で漸次睾丸及び睾上体 を摘 出 し実験に供 した.

第3章 実 験 成 績

結核菌接種による家兎の体重の変化及びその他の全

身的影響に就いては第1編 と同様に全て省略し,摘 出

畢上体の検索の結果のみに就いて述べる.

第1例

睾上体 は全般的 に腫 大 し,特 に頭部 に灰 白色 の膿点

多数を認 める.割 面に も多 量の乾酪様物質を認め る.

組織学的 にも多数の乾酪巣を認 め細胞浸潤が著明であ

る.「 ピ」1型 では管上皮細胞の一一一一■部 では陰性化 した

部分を認めるが尚正常の反応を保っ部分も少くない.

結核結節の申心部,乾 酪化せる部分は殆ど陰性か又稀

には痕跡的陽性を呈するが,周 囲の結締織化層では弱

陽性を呈する事が多い.特 に巨細胞と思われるものに

認められる.管 腔内に脱落せる諸細胞は殆ど陰性で稀

に痕跡的陽性である.血管壁でほ正常時と大差を認め

ず陽性であるが結核病巣に近接しているものでは部分

的に軽度の減退が認められる.

∬型では1型 と特に署しい差は認めないが全般的に

1型 より反応が弱い.

第2例

頭尾共に灰白色の膿点多数を認める.組 織学的には

特に尾部に於て管上皮細胞の不規則な配列を認め,一

部の上皮は管腔内に脱落している.結 核結節も多数存

在し中心部の乾酪化せるものもあるが,一 部の間質結

締織と共に硬化像も認められる.「 ピ」1型 では管上

皮の配列が不規則になった部分では反応の減退が著明

である.管 腔内に脱落せる上皮細胞は比較的正常時の

反応を保持するものがあるが,こ れは恐らく脱落後間

もないものであろうと考えられる.結 節周囲では弱陽

性を示す部分が多いが間質の浸潤細胞では極く軽度に

認めるのみである.
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il型では第1例 と同様に結節周囲の結合織は比較的反

応が弱いが,管 腔内に脱落せる上皮細胞は弱陽性を示

すものが多い.

第3例

頭部には殆 ど変化 を認めないが尾部 には灰 白色 の膿

点を認める.組 織学的 には輸 出管上 皮は正 しく配列 し

ている部分が可成 り残 存す るが,尾 部では殆 ど認 め ら

れないで多彩な結 核性諸変化 を示す.勿 論残存管 腔内

えの上 皮の脱落を認める.「 ピ」1型 は頭部では正常

のままか僅かに減弱す る程度であ る.尾 部では管上 皮

の殆 どが剥脱 し,「 ピ」殆 ど陰性の管 も散見 され る.

乾酪巣内は殆 ど陰性であ るが稀に点在性 に痕跡的陽性

を示すこともあ る.結 節周囲 の結合織線維 は弱陽 性乃

至中等度陽性 で,細 胞浸潤 の著 しい都分 も弱陽性 を示

す ものが多 いが稀 には痕跡的陽性 に過ぎないものもあ

る.皿 型 では一般的 に1型 より弱 いが,管 腔内脱落細

胞 に申等度陽性を示すものがあ る.

第4例

睾上体の腫 脹は高度で頭尾共 に肉眼的 に健全 と思わ

れ る部分 は少 く,暗 紫色 を呈 し凹 凸不平 である.組 織

学的 には頭尾共に管 上皮の崩壊 高度で周囲の細胞浸潤

もそれ に伴 う.大 小の結核結節 も散見 され る.「 ピ」

1型 で は管上 皮の崩壊部 では全 く消失 してい る部分が

多いが,一 部 は残存 し痕跡的乃至弱陽性を呈す る.周

辺 の細胞浸潤 は弱陽性を呈す るものが多 い.脱 落諸細

胞は前例 と同様であ る.乾 酪巣中心部は殆 ど陰性で,

周辺 に行 くにっれて痕跡的 乃至弱陽性を呈す る.類 上

皮細胞 と思われ るもの陰性の享 もあるが痕跡的陽 性を

示す る場 合もあ る.皿 型 では間質 の細胞浸潤は1型 よ

り反応 が弱 い.

第5例

尾部に灰白色の膿点を認める以外に著変はない 組

織学的に管は萎縮せるものが多く,既往の管腔の存在

を漸く認め得るに過ぎない様な部分もある,頭部では

比較的よく残存せる管を認めるが周囲には細胞浸潤を

伴 う.血管壁の肥厚は尾部で著明である.「ピ」1型 は

頭部ではよく残存し正常に近い反応を示す管上皮を認

めるが,周 囲の細胞浸潤は痕跡的陽性のものが多い.

萎縮せる管上皮の反応は組織学的変化に応じた滅退を

示す.細 胞浸潤を認めない間質結合織は陰性の事が多

い,旺 型では萎変を認めない.

第6例

頭尾共に肉眼的には著変を認めない.組織学的に頭

部に結核結節及び少数の乾酪巣を認めるのみで,一 般
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に増 殖傾向が強い.管 上 皮 は一般 に扁平fヒの傾向が大

で,内 腔の滲 出像 は甚だ軽 度で ある.「 ピ」1型 では

扁平 化した管 上皮は可成 り反応減 弱 している.乾 酪巣

及びその周囲の変化 は前 に述べ た通 りであ る.結 節周

辺 の肉芽化部は弱陽性乃至中等度陽性 の事が多 い.血

管壁 の変化 は第4例 と同様であ る.

第7例

肉眼的 に尾部 の腫大 を認 め,灰 白色の膿点を認 める

他には特別 の 所見 はな い.組 織学 的に 頭部 に著変 な

く,尾 都 で多数 の結核結節を認め,そ の申心 は概ね類

壊死の状態 を示 す 管 上皮 の扁 平 化,萎 縮 を認 める

し,閻 質の細 胞浸潤 もやや高度であ る.「 ピ」1型 及

び ∬型の変化は既往例 と大差を認めない.

第8例

肉眼的 に頭尾共に腫大 し軟骨様硬度 を示 し,表 面 に

は灰 白黄色 の膿点が点在す る.割 面で は多数の乾酪巣

及び小空洞様の ものを認 める.組 織学的には正 常畢上

体の組織像 を殆 ど認あず,管 上 皮の萎縮せ るもの,扁

平 化を来す ものが多 く,間 質の結節形成,乾 酪化,細

胞浸潤等 も著明であ る.「 ピ」1型 では頭尾共に管上

皮 の反応 は著 しく減退又 は消失 し,空 胞状 を呈す るも

のが多 い.結 節部,乾 酪巣の変化 は既述 の通 りで,亜

型 でも特 に著 しい変化は認め られない.

第4章 総括及び考按

実験的睾上体結核を家兎に発生せ しめる実験

は既に多数の研究者によつて行われているが,

その発生機転にっいて,そ れが他臓器からの血

行性或は リンパ行性の二次的感染である事には

異論はないとしても,そ の経路に就いては種 々

の説があり,又 その蓬延にっいても上行説,或

は下行説がそれぞれの実験的根拠に基いて主張

され,何 れ とも決 し難い状態である.従 つて実

験的睾上体結核を惹起せしめる手段も古来種々

の方法が試みられ,多 数の実験成績が報告され

ている.即 ち沢村は結核菌浮游液を家兎の膀胱

粘膜下,尿 管粘膜下,尿 管壁,尿 管口,睾 丸及

び睾上体の実質内に注入し,富 士原は左心内及

び睾丸実質内に注入し,鄭 も左 心内,大 腿皮

下,腹 壁筋内に注入し,夫7〈369/o,250/o,90%

の発生を見ている.

最近では木下は耳静脈内,総 腸骨動脈内,及

び畢丸動脈 に注 入した結 果,Friedlander,
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Villemin,Villandr,Flesh-Thebesius,

Orth,窪 田等,或 は石 田,Tylinski,Degli-

Santi,Baumgarten,Kappis,等 の 唱 え る如 く

,外 傷,或 は精 索,尿 管,内 精 系 動 脈等 の結 紮

に よ る霧 血 が 結 核 の 発生 機 序 に大 きな 影 響 を 与

え る こ とを報 じ,又 原 は精 管 内注 入 と睾 上 体 実

質 えの 注 入(注 入 前 に同部 に連 続 的打 撲 を 与 え

或 程 度 の 外傷 に匹 敵 す る影 響 を 与 え て い る)を

併 用 して 成功 して い る.本 実 験 で は如 上 の諸 実

験 を 参 老 と し,睾 丸 実 質 内注 入法 を 用 い て睾 上

体 結 核 の 発生 を 期 した.

実 験 的 睾上 体 結 核 の 病 理 組 織 像 に就 い て は既

に 多 くの報 告 が あ り,腎 結 核 を含 む 一 般 結 核 の

変 化 と結 核 病 像 の特 異 点 に 於 い て異 る所 は な

い.即 ち結核 結 節 とそ の 中 心部 の乾 酪 化,周 囲

TableI.His†ochelnicaldifferencebetween

PhosphataseandPyrophosphataseonthe

ExperimentalRenalTuberculosisinRabit.

ts.

Phosph-Pyrophos。HistologicalChanges

atasephafase

9巨

曽 魯
9

CaseousCanges(一) (一)

の細胞浸潤,肉 芽組 織の増 殖及び 巨細胞の出

現,管 上皮細胞の扁平化,萎 縮,崩 壊等が主 な

所見であって,之 等 の諸変化に於ける 「フ」の

態度にっい ての小 沢をは じめ先入 の報告は多

く,そ の詳細は第1編 に記載 した通 りである.

叉 「ピ」の変化 も第1編 に述べた所と大差を認

めず,即 ち乾酪巣 の中心 部は概ね 陰性である

が,そ れを囲続する組織細胞は痕跡的陽性乃至

は弱陽性を示 し,浸 潤 細胞 も痕跡的 陽性乃至
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縮,脱 落を来せるものに反応の減退乃至は消失

を見るのは 「ピ」がその機能 と密接な関連を有

している事実を明白にしたもの と云 う事が出来

る
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第5章 結 語

家兎の実験 的睾上 体結核 に於ける 「ピ」反

応の消長を検討した 結果,結 核病 像に 於ける

「ピ」反応は第1編 と同様で,管 上皮ゐ 「ピ」

は概ね組織学的変化に一致する事を知つた.

(燗筆するに当り,終始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜った恩師重松教授に深甚なる謝意を捧げる次第であ

る.)
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